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会議次第と会議の

公開又は非公開の

別

【次第】 

１　開　会 

２　委員の委嘱 

３　会長あいさつ 

４　市長あいさつ 

５　議　事 

(1) 令和７年度吉川市水道事業会計決算（案）について 

(2) 令和８年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）（案）に

ついて 

(3) その他 

６　閉　会 

 

【公開・非公開】公開 

 非公開の理由 

（会議を非公開に 

した場合）



 
傍 聴 者 の 数 ０名

 

会 議 資 料 の 名 称

令和７年度吉川市水道事業会計決算書（案） 

資料１　令和７年度吉川市水道事業会計決算の概要について 

令和８年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）（案） 

資料２　令和８年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）の概要

について 

吉川市水道運営委員会名簿 

令和８年度吉川市水道運営委員会会議開催予定表

 

会議録の作成方法

□録音機器を使用した全文記録 

■録音機器を使用した要点記録 

□要点記録

 
会議録確認指定者 木暮昭彦委員、松﨑誠委員

 
その他の必要事項

 
審議内容（発言者、発言内容、審議経過、決定事項等）

  

事 務 局 

 

 

 

 

 

会 長 

 

市 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

事 務 局 

１　開会 

会議は公開となることを報告する。 

　　 

２　委員の委嘱 

　　松﨑委員に委嘱状を交付　任期:令和 10年 2月 4日まで 

　　松﨑委員あいさつ 

 

３　会長あいさつ 

 

４　市長あいさつ 

 

　　運営委員会定員１０名のうち８名が出席し会議は成立、傍聴者がいないこと 

を報告。 

会議資料、次第、資料一覧、令和８年度会議予定表、委員名簿を確認。 

議事進行を山﨑会長に依頼。 

 

会議録について、録音機器を用いた要点記録とし、木暮委員と松﨑委員を署

名委員に指名する。 

 

５　議事 

(1) 令和７年度吉川市水道事業会計決算（案）について 

資料１　令和７年度吉川市水道事業会計決算の概要についてに基づき、説 

明。



  

 

 

富 岡 委 員 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

木 暮 委 員 

 

事 務 局 

 

富 岡 委 員 

 

 

事 務 局 

 

富 岡 委 員 

 

事 務 局 

 

 

木 暮 委 員 

 

事 務 局 

 

木 暮 委 員 

 

事 務 局

　 

木 暮 委 員 

 

事 務 局 

 

 

【意見・質疑等】 

 

有収率が少しずつ下がっているが、漏水や石綿管の影響があるのか。 

 

１人当たりの使用水量の減少も若干あるが、令和７年度は、漏水の件数が前年

度と比較して増加し、また、石綿管の漏水が１件あった。 

 

引き続き、資料１　令和７年度吉川市水道事業会計決算の概要についてに

基づき、説明。 

 

【意見・質疑等】 

 

給水人口が減少しているが、吉川美南駅の開発区域では、既に増えているのか。 

 

　建設は始まっているが、居住はこれからである。 

 

　供給単価より給水原価が低いのは、料金改定により、適正なバランスであると

いうことでよいか。当分は料金改定の必要はないか。 

 

　原材料費や人件費等が高騰しているので、料金改定は今後も必要である。 

 

　特別給水管工事負担金とは何か。 

 

　住宅の前に配水管が無い場合、個人負担で布設してもらう管について、補助す

るものである。 

 

　県水の値上げは、来年度からか。 

 

　今年度からである。 

 

　今年度の予算では、給水原価を上げる要因となり、販売利益は減少するのでは。 

 

　県水は、６１.７８円から７４.７４円の約２１％の値上げで、経費は増加する。 

 

　県水の値上げは、段階的なものか。 

 

　現在の金額は、令和１０年度までで、令和１１年度以降値上げの予定である。 

 



  

 

 

 

 

 

 

木 暮 委 員 

 

事 務 局 

 

富 岡 委 員 

 

事 務 局 

 

富 岡 委 員 

 

事 務 局 

 

富 岡 委 員 

 

事 務 局 

 

会 長 

 

事 務 局 

 

 

 

(2) 令和８年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）（案）について 

　　　 

資料２　令和８年度吉川市水道事業会計補正予算（第１号）（案）に基づき

説明。 

 

【意見・質疑等】 

 

　国庫補助金は要望の１５％程度の額だが、県内の他団体も同様なのか。 

 

　県内は同じ状況である。 

 

　補てん財源はどのようなものか。 

 

　過年度の利益等の積み上げを財源としている。 

 

　企業債は吉川市が発行するのか。 

 

　借入である。 

 

　市中銀行から借入するのか。 

 

　銀行や公的資金の借入もあるが、借入先は国が決定する。 

 

　借入には制限があって、事業資金の借入はできないと思うが。 

 

　建設改良事業の工事等が対象となる。 

 

(3)その他について 

　  特になし 

 

【意見・質疑等】 

　特になし 

 

 

（議事を終了し、会長が議長の任を解かれる。） 

 

６　閉会 

 

以上で終了。



 
以上、会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

　　　令和８年８月２１日 

署名委員　　松﨑　誠（自署）　　署名委員　　木暮　昭彦（自署） 


